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ラドン族(3) 一大気中ラドン娘核種濃度の日変化




The diurnal variation of the atmospheric radon daughter content is investigated in the viewｭ
point of their relation with some meteorological conditions. The diurnal variation of it, which shows 
the high content toward daylight and the low one in afternoon, is due largely to the prosperity and 
decay of the inversion layer in the atmosphere near the ground surface. In the simulation of the 
diurnal varj.ation of it due 旬 thetime variation of the inversion layer height using the box model, the 
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Figure 1 810ck diagram of sonic radar. 
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Depth of snow cover is more than 50 cm through this period. 
Time variation of atmospheric radon daughter content, wind velocity and precipitation 
observed at Fukui. 
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Data observEld on February , 1986. 
Figure 2 (a) , (b) 
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Data observed on August, 1986. 
大気中のラドン娘核種濃度は、図から判るように、短時間の内に大きな変化を示す。濃度変化の内で最も顕著
なものは、年聞を通じて静穏な 日に現れる明け方に高く 日中低くなるとしづ 日変化である。 Table 1 に1986年に
おける濃度の 日変化の出現状況を示す。これらの日変化が現れた 日は全て、夜間の風向は陸風(福井では南寄
りの風)であった。また夜間の天候は晴または曇で、一時降水があった場合でも降水量は1mmlhr 未満の極めて
少量であった。 一方、夜間の天候が晴または曇であっても濃度の日変化が現れなかった 日もあった。 1986年1年
間では、その内の75%が夜間に北風や4m/sec 以上の風が吹いた場合であった。
Figure 2 (b) 
Number of days when atmospheric radon daughter content shows diurnal variation in 1986. 
MONTH 
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NUMBER OF DAYS 








ラドン族(3) 大気中 ラ ド ン娘核種濃度の 日変化
































24 21 18 15 12 9 6 3 。
() 
TIME (hour) 
Oiurnal variation of atmospheric radon daughter content. The data averaged through one year, 
1986 , for each hour are plotted versus time. The bars show the distribution range of averaged 
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Time variations of sonic radar echo due to inversion layer. The time variation of the 
atmospheric radon daughter content is also shown for comparison. 
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Time variation of vertical distribution of temperature. Typical examples of the distribution 
are shown with the time variation of the atmospheric radon daughter content. 
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Schema of box model. At t = T1• new inversion layer appears at the height of H1• 
which is lower than the primary one. 
Figure 6 
箱中のラドンの収支は、
か山)同)ト E- ).R[CR(t).H(t)ト DR (1) 
となる。ここで CR(t) (Bq/m3) は箱の中の濃度、 H(t) (m) は逆転層の高さ、 E (Bq/(m2 ・ hr))はラドンの地表
からの逸出率、 λR (hr. 1 ) は崩壊常数である。また、先の Fig. 4 で示したように逆転層が新しく下方に生じる場
合があり、その時には新しい逆転層の上の箱中( Fig.6 の Tl 時の斜線をかけて示した部分)のラドンはそれ以
後の新しい逆転層のもとでの濃度変化には関係がなく、その量を DR (Bq/(m2 ・ hr))とした。なお、 C、 λ 、 D の
添え字 R はラドンを表わしている。
逆転層が新たに下方に生じない場合は DR が0になるので、式 (1) は解けて、
ら (t) 同)=か-叶 (2) 
となる。また Fig.6 のように t=Tl 時に逆転層が下方に新たに発生して高度が nl=HtlHo (< 1、新旧逆転層の
高度比)になったとすると、新しい逆転層の下に残るラドン量は、




らか)国)=れ -e叶 λR(t-T1))]+nl[1-e叶 ÂRT1 )]叶川-T1 ))} (4) 
となる。
箱中の PO・218 (RaA)の収支は、
ま [C A(t). H(t)ト山内)同)卜山A(t).H刈-DA (5) 
となる。ここで C、 λ 、 D の添え字 A は PO・218 を表わしている。
逆転層が新たに下方に発生しない場合は DA が0となり、式 (5) は式 (2) を用いて解けて、
川)同)=寸先[か -exp← ÂRt))ーが-叶 (6) 
となる。
また下方に新たに逆転層が発生した場合は、新しい逆転層の下に残った PO・218 量のそれ以後の減衰は、
[CA(t) 同)]A =町古[去(1- eい
となる。また新しい逆転層の下に残ったラドン量は式 (3) のようになり、その崩壊により生成する PO・218 量は、
川)同)lfnlf(1-州ーは~))古石[叶 ÂR(t 一司))一回p(-ÂA(t-T1 ))] (め
となる。さらに、 t=Tl 以後に引き続いて地表より逸出してくるラドンからの PO・218 量は、
lらか)同)]E =寸先(か一叶 (9) 
となる。
従って、下方に新たな逆転層が発生した t=Tl の時点以後の PO・218 量は式 (7) 、 (8) および (9) の和で、
叫叫).H同附(かωtけ) = d先引(出去かh 一4十0トい一寸n町昨l
一去h 一4十eトいい-n叫町山l (10) 
となる。
さらに新しい逆転層の発生が繰り返される度に、今までに述べた方法と同様に、それ以後の箱中の PO・218





て大気中の PO・218 、 Pb・214 および Bi・214(=Po・214) の濃度の時間変化を求めた。濃度を求める際のラドン
の逸出率としては、全世界の平均的な値とされている56.6 Bq/(m2 ・ hr) 7)を使用した。計算結果の例を Fig. 7 
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Results of simulation of atmospheric radon daughter content due to time variation of height 
of inversion layer using box model. Time variations of the height of inversion layer and the 
measured radon daughter content in the atmosphere are also shown. 
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